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もう７月！！
梅雨のまっただ中、プールに子どもたちの歓声が戻ってきました。水泳指導が先月

末の２４日から始まりました。楽しい水遊び・水泳ですが、一つ間違えば大変な事故
に繋がります。水泳の決まりを守り、先生の話をしっかり聞いて、ふざけたり、油断
せず真剣に学習するよう指導しています。ご家庭でのご指導もよろしくお願いいたします。

暑かった、でも、楽しかった田植え体験（５年生）
６月１３日（木）今年も山路さんのご協力で、なかよし農園において田植え体験をしました。初めて体

験する子どもも多く、最初は苗を目印の赤玉の位置にうまく植えることができなかったようです。その内
に手際よく植え、足の運びもスムーズにできるようになりました。保育園児の皆さんの応援や保護者の皆
さんが見守る中無事終えることができました。子どもたちにとっても楽しい体験であったと思います。

ご出席ありがとうございました
６月１４日（金）に行われた授業参観・懇談会、多数のご出席どうもありがとうございました。4 月末

以来の参観でしたが子どもたちの様子はいかがだったでしょうか。常日頃の子どもたちの様子とは少し違
ったところもあったでしょうが、おうちの人が見に来てくださっているので頑張っている子どもの姿が多
く見られたように感じました。また、各学級での懇談会へもご出席いただき、ありがとうございました。

学校関係者評価委員さんを紹介します。
和歌山市の学校評価 ～学校・家庭・地域の三者が協働して子どもを育むために～
スタートして６年目となるこの制度。本校では、一部の委員が入れ替わりましたのでご紹介します。

また、６月１４日（金）の授業参観・懇談会が行われた日に、第一回の学校関係者評価委員会を開催し、
子どもたちの学習の様子を参観していただいた後、委員さんから見た子どもについて意見をいただき、本
年度の計画等について協議しました。

学校関係者評価委員 学校関係者評価委員とは、学校教育にご支援・
竹 本 英 治 様（平井北自治会 会長） ご協力いただける保護者・地域住民・その他有識
楠 見 武 司 様（市小路自治会 副会長） 者の方々の中から校長が推薦し、教育委員会が委
絵 戸 邦 子 様（元育友会副会長・女性代表） 嘱します。
田 渕 敦 子 様（元育友会副会長・女性代表） 「学校の自己評価が適切に行われたか。」「教育
本 松 大 策 様（育友会会長） 活動、その他の学校運営改善に向けた取組は適切
石 川 栄 子 様（育友会副会長・女性代表） であるか。」等について評価し、学校関係者評価書

を作成し、教育委員会へ提出します。

参加有り難うございました。
６／１８（火）楠見 4 校ＰＴＡ人権教育研修会(河北コミュニティセンター)

全体会で、人権啓発 DVD「桃香の自由帳」を鑑賞し、続いて３つの分科会に分かれて研修会を持ち
ました。本校は、第３分科会を担当し、日頃思っていること、感じたことやいじめ問題について率直な
ご意見を頂きました。偏見のない地域づくりにご協力よろしくお願いします。

６／２３（日）親睦スポーツ大会（体育館）
保健体育部が中心となって、開催されました。日曜日にもかかわらず子どもと保護者、約６０名の参

加のもとソフトドッジボールを行い親睦を深めました。

おジャマします。授業＆お仕事拝見！
このコーナーでは、先生方の授業を紹介していきます。日頃の授業のひとコマですが、授業内容

の一部です。ご家庭で子どもさんとの会話や他学年の授業の様子を知る手がかりにしてください。

※今西 祐行 作の物語文です。テーマは、「物語を読んでしょうかいしよう」です。この時間は、第
１時で、全文を読んで感想を出し合いました。戦時中という時代背景を読み込みながら学習を進めて
いきます。

※学校だよりに対するご意見やご感想、学校だよりを通じて保護者の皆様に知らせたいことなどありましたら、
お子様を通じてでも結構ですので学校に届けていただければありがたいです。 （畑 聡秀）
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